
　当社グループにおいて、コンサルティングの源泉である
「人的資産（資本）」は極めて重要な経営資本です。社員の
能力と人間力を向上させ高品質なサービスを提供すると
ともに、社員の多様性を高めることでお客様のさまざまな
価値観・ご要望に応え、財産コンサルティングのさらなる
高付加価値化を促してまいります。人的資本への投資は事
業基盤やその土台となるサステナビリティ経営への投資で
あり、当社グループが持続的に成長していくために不可欠
なものです。人的資本への投資に対するリターンの総合的
な指標として、従業員一人当たり営業利益をモニターして
いきます。人的資本に関する各施策の進捗により、従業員
一人当たり営業利益の向上を目指します。

人材戦略の考え方と人的資本への投資

Our Sustainability サステナビリティ経営

⚫従業員一人当たり営業利益（連結）

⚫CO2排出量の推移 [tCO2]

⚫CO2総排出量比率
 （2023年）

  取り組み
・男女平等の賃金制度
・評価制度の毎年の見直し
・2年連続で昇給率5%以上を維持
・健康診断受診率100%（連結）
・有給休暇取得率71.8%（単体）

  取り組み
・誰もが働きやすい環境の整備
・女性従業員比率30％／目標40％（連結）
・女性管理職比率19％／目標30％（連結）
・男性の育児休暇取得の推進

  取り組み
・労働時間・労災の管理
・健康の管理
・ハラスメント相談窓口の設置
・ストレスチェックの実施

  取り組み
・理念研修（蓮見塾）
・収益の一部寄付
・ボランティア活動

  取り組み
・ミスマッチの削減
・優秀な人材の獲得
・応募数の増加
・採用率の改善
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TCFDへの賛同

  取り組み
・コンサルタント育成
・幹部人材育成
・教育育成のDX化
・階層別研修の実施

青山財産ネットワークスグループの持続的な成長の実現

人的資本への投資

リスク管理

教育 採用

人間力向上

ダイバーシティ

従業員
一人当たり
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財・体・心の
充実・拡大

　当社グループは、「気候関連財務情報開示タスクフォース
（TCFD）」提言への賛同を表明しました。当社グループは、
土地やその他天然資源などのエネルギーを利用した事業
活動を行っており、気候変動への対応は事業継続に大き
な影響を及ぼす重要な経営課題であると認識しています。
環境に配慮した取り組みを資産価値の向上と社会的課題
解決に貢献できるものと位置付け、お客様・テナント様の
ニーズに応えることを目指します。

TCFDへの賛同

　当社グループのCO2総排出量は、事業規模の拡大や社
員数の増加などに伴い、増加傾向にあります。しかしなが
ら、省エネルギー設備の導入や電力契約をカーボンフリー
プランへ変更することにより、㎡当たりのCO2排出量（CO2

排出量原単位）を削減しています。
　2030年または2050年に向けたCO2排出量削減目標に
つきましては、現在検討を進めています。今後も継続的に
TCFD開示に取り組み、排出量抑制の施策を継続・拡大し、
気候変動リスクへの対応を行っていきます。

指標と目標

　当社グループは、気候変動への対応に関する課題全体
について、方針及び重要事項を取締役会で審議し、決定し
ています。

ガバナンス

　不動産業界（不動産小口化商品）におけるバリューチェ
ーン上のリスクと機会について、事業特性や政治・経済・
社会情勢等のビジネスを取り巻く環境を考慮したリスクの
分析と、各リスクが事業へ与えるインパクトについてシナ
リオ分析を行っています。

戦略

　当社グループ全体に関わる中長期的な視点での気候変
動リスクと機会についてはサステナビリティ委員会が統括
し、取締役会と連携する体制で監督・モニタリングを実施
し、経営戦略への反映を行っていきます。

リスク管理
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